



が1980年代中頃まで生成文法家の主流を占めていたが（Di Sciullo and Williams（1987）），その
後，語形成が統語部門で行われることを示す各種の証拠が提示されると，主要な語形成を統語
部門に据える反語彙主義（antilexicalism）が現在では主流を成すように思える（Embick（2010））。





















― Previous Analyses and Their Problems
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⑹　a．*［家族とのヨーロッパを旅行］S の折に … 
　　b．*家族との［ヨーロッパ：旅行］N の折に … （Ｓ＆Ｋ, p. 468）
⑺　*［図書の貸し］NP ― *［図書：貸し］N





































⑾　a．*アメリカでは［中古車 i 販売］をする時は，それら i に保証をつけなければならない。
　　b．太郎は先日，［中古車 i：販売］の際に，それら i の一台をこわしてしまった。












⑿　a. ［［［［家内が］NP［［アメリカを］NP ［訪問］VN］VP］S］NP ［（の）折/中］N］NP  →　 































両研究によると，当該複合が統語的特性 ｉ ⅱ を持つのはそれが統語レベルで行われるからで





























































第三に，後項（主要部）の制限が観察される。例文 ⒆ と ⒇ の対比から分かるように，和語
複合名詞が当該複合語の後項に生起できるのは，対応する複合動詞が存在する場合に限られる。
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　a．   ［声楽の道を途中で挫折した者：特有］の（実例）
　　b．??［英語教育を重視する大学：入りたさ］のあまり










　a. 前│大統領　現│会長　各│大学 （Kageyama（2013: 366））







　大統領は明日友好条約 i に調印する予定だ。［W＋同条約 i│最終案］によると …
 （Kageyama（2009: 520））
以上の点から， に記すような範疇の普遍的目録を仮定することができる。




































































本語に限らず英語においても観察される。動詞句to body-paint her（Time, March 24, 1986, p. 43）
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